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今だ！変化を進化に！！
～同友会理念の実践で社員と共にワクワク～～同友会理念の実践で社員と共にワクワク～

第
一
線
の

仕
事
を
リ
タ

イ
ア
し
て
、

エ
ブ
リ
サ
ン

デ
ー
の
日
々

を
お
く
っ

て
い
る
昨

今
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
に
は
ま
っ
て
い
る

▼
た
い
て
い
、
海
外
に
在
留

し
て
い
る
日
本
人
の
発
信
し

て
い
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

の
情
報
を
み
て
い
る
の
だ

が
、
我
が
国
の
主
要
メ
デ
ィ

ア
が
報
道
し
て
い
な
い
、
情

報
が
取
れ
て
楽
し
い
。
特
に

米
国
の
左
翼
化
の
具
体
例
が

目
を
ひ
く
。
お
隣
の
Ｃ
国
の

影
響
が
か
な
り
大
き
い
ら
し

い
▼
そ
の
中
で
、
あ
る
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
が
述
べ
て
い
た

法
則
が
面
白
い
。
独
裁
国
家

や
共
産
主
義
国
家
が
侵
略
し

て
く
る
法
則
が
三
つ
あ
る
と

い
う
▼
一
つ
は
、
ま
ず
恐
怖

心
を
煽
る
、
二
つ
目
は
分
断

を
図
る
、
三
つ
目
は
都
合
の

悪
い
情
報
は
流
さ
な
い
こ
と

で
世
相
を
変
え
て
い
く
ら
し

い
。
な
ぜ
か
、
最
近
の
世
界

情
勢
や
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
に
似
通

う
よ
う
に
思
え
て
仕
方
が
な

い
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
？

こ
の
法
則
は
、昔
か
ら
、ず
っ

と
変
わ
ら
な
い
の
だ
そ
う

だ
。
特
に
、
人
種
問
題
、
思

想
問
題
、
宗
教
問
題
、
環
境

問
題
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

同
調
圧
力
、な
ど
の
分
断
は
、

ま
さ
に
今
、
世
界
に
起
こ
っ

て
い
る
事
象
に
一
致
す
る
▼

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
を
端

か
ら
信
じ
て
し
ま
う
老
人
に

は
な
る
ま
い
と
考
え
て
し
ま

う
（
糸
数
哲
夫
）

十
一
月
八
日
、
沖
縄
産
業

支
援
セ
ン
タ
ー
と
ロ
ワ
ジ
ー

ル
ホ
テ
ル
那
覇
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

の
併
用
に
て
、
第
三
十
一
回

経
営
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

二
四
六
名
の
参
加
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
実
行
委
員
は
、浦
西

支
部
役
員
と
各
支
部
か
ら
選

出
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
、座
安
孝
明
実
行
委
員
長

第
Ⅱ
部
の
基
調
講
演
で

は
、「
瀬
戸
内
バ
レ
ア
リ
ッ

ク
経
営
～
労
使
見
解
に
お
け

る
人
間
性
の
回
復
と
は
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
香
川
同
友
会

の
江
本
昌
弘
氏
（
江
本
手
袋

㈱
・
取
締
役
）
が
基
調
講
演

を
お
こ
な
い
、
同
じ
く
香
川

同
友
会
の
田
部
智
章
氏
（
㈱

タ
ナ
ベ
刺
繍
・
社
長
）
が
座

長
を
務
め
ま
し
た
。

バ
レ
ア
リ
ッ
ク
経
営
と

は
、
Ｄ
Ｊ
歴
三
十
年
の
江
本

（
浦
西
支
部
長
）を
中
心
に
、六

月
よ
り
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
各
会
場
の
オ
ン
ラ

イ
ン
対
応
や
、
実
行
委
員
会

の
役
割
を
入
念
に
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
万
全
の
体

制
で
当
日
に
臨
み
ま
し
た
。

第
一
部
は
、
経
営
課
題
別

に「
人
を
生
か
す
経
営
」、「
共

育
・
人
材
育
成
」、「
事
業
承

氏
が
大
切
に
し
て
い
る
マ
イ

ン
ド
で
、
地
中
海
・
イ
ビ
ザ

島
を
バ
ッ
ク
に
流
れ
る
バ
レ

ア
リ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に

端
を
発
し
、
た
だ
単
に
音
楽

の
ジ
ャ
ン
ル
に
留
ま
ら
ず
、

瀬
戸
内
の
景
色
、
そ
こ
に
住

む
人
の
生
活
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、食
べ
物
ま
で
含
め
て「
瀬

戸
内
バ
レ
ア
リ
ッ
ク
」
と
し

て
捉
え
、
提
案
し
て
い
る
も

の
で
す
。

江
本
氏
は
、
百
三
十
年
続

く
東
か
が
わ
の
地
場
産
業
で

あ
る
手
袋
づ
く
り
が
、
八
十

年
代
以
降
、
安
い
人
件
費
を

求
め
て
海
外
生
産
へ
と
拠
点

を
移
し
た
こ
と
で
、
自
社
も

取
引
先
の
倒
産
か
ら
経
営
危

機
に
陥
り
ま
す
。

し
か
し
、
同
友
会
や
田
部

氏
の
支
援
の
も
と
、「
手
袋

職
人
の
聖
地
を
創
る
」
ビ

ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、
地
域
づ
く

り
の
第
二
創
業
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

ま
ず
、
地
域
や
会
社
の
歴

史
を
紐
解
き
、自
分
を
知
り
、

自
己
変
革
に
繋
げ
る
実
践
の

積
み
重
ね
か
ら
、
自
社
の
成

長
と
街
づ
く
り
が
一
体
と
な

る
「
経
営
指
針
」
を
成
文
化

し
、
会
社
の
体
制
を
整
え
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
工
房
づ
く

り
、
自
身
を
手
袋
Ｄ
Ｊ
と
し

て
誕
生
さ
せ
る
な
ど
外
部
発

信
を
始
め
ま
し
た
。

明
確
な
目
標
・
目
的
を
地

域
全
体
に
オ
ー
プ
ン
に
発
信

し
、
そ
の
共
感
が
広
が
る
こ

と
で「
瀬
戸
内
メ
ー
カ
ー
ズ
」

と
い
う
大
き
な
連
携
の
渦
が

生
ま
れ
、
参
加
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
が
、
同
じ
ビ
ジ
ョ

ン
を
共
有
し
て
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

二
〇
一
八
年
に
は
「
職
人

継
・Ｍ
＆
Ａ
」、「
経
営
指
針
」、

「
経
営
環
境
対
応
力
・
連
携

の
力
」、「
小
規
模
事
業
の
実

践
報
告
」
の
六
つ
の
テ
ー
マ

で
分
科
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
（
二
・
三
面
参
照
）。
第
二

部
は
、
香
川
同
友
会
会
員
の

江
本
手
袋
（
株
）・
江
本
昌

弘
取
締
役
を
講
師
に
基
調
講

演
を
開
催
（
左
面
参
照
）。

久
し
ぶ
り
に
リ
ア
ル
で
会

場
に
て
開
催
さ
れ
た
第
三

部
・
懇
親
会
に
は
、
参
加
申

し
込
み
を
超
え
る
九
十
名
が

参
加
し
ま
し
た
。「
コ
ロ
ナ
」

で
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
で

一
時
間
の
懇
親
で
し
た
が
、

来
年
七
月
に
沖
縄
で
開
催
さ

れ
る
中
同
協
全
国
総
会
の
ア

ピ
ー
ル
等
が
行
わ
れ
、
賑
や

か
に
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

を
守
り
、
育
て
る
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「
佩
（
ハ
ク
）」
を
立
ち
上
げ

ま
す
。
そ
れ
は
、
職
人
ひ
と

り
で
完
結
す
る
昔
な
が
ら
の

作
り
方
や
最
高
グ
レ
ー
ド
の

素
材
、
二
十
五
色
で
シ
ン
プ

ル
な
デ
ザ
イ
ン
な
ど
大
手
企

業
と
は
真
逆
な
戦
略
で
す
。

そ
し
て
、
ご
近
所
か
ら
の

信
頼
や
支
援
を
広
げ
な
が

ら
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
挑
戦
し
、
コ
ロ
ナ
過

で
の
非
接
触
を
ヒ
ン
ト
し
た

「
ハ
ン
ド
ソ
ッ
ク
ス
」
を
発

売
し
ま
し
た
。「
ハ
ン
ド
ソ
ッ

ク
ス
」
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

が
取
り
上
げ
、
今
年
、
新
作

を
発
表
す
る
ま
で
事
業
と
し

て
展
開
。
さ
ら
に
は
、
五
十

年
ぶ
り
に
職
人
と
し
て
女
性

の
新
入
社
員
を
迎
え
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

今
、
服
飾
専
門
学
校
か
ら

自
社
の
五
十
年
キ
ャ
リ
ア
を

持
つ
職
人
が
講
師
と
し
て
迎

え
ら
れ
、
仕
事
の
誇
り
や
喜

び
を
語
っ
て
お
り
、
新
入
社

員
の
女
性
は
、
こ
の
イ
キ
イ

キ
と
輝
く
先
輩
に
憧
れ
、
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

社
員
と
家
族
、
取
引
先
、

仕
入
先
、
顧
客
、
そ
し
て
経

営
者
自
身
を
含
め
て
地
域
そ

の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
地
域

を
輝
か
せ
る
の
は
、
経
営
者

と
企
業
の
責
任
で
あ
る
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
座
長
の
田
部
氏

は
「
仲
間
一
社
再
建
で
き
な

い
よ
う
で
は
、
同
友
会
で
学

ん
で
い
る
意
味
が
な
い
」と
、

江
本
手
袋
と
の
関
り
を
話

し
、
地
域
の
地
場
産
業
を
変

え
る
チ
ャ
ン
ス
に
遭
遇
し
、

経
営
者
と
し
て
大
き
な
や
り

が
い
を
得
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
と
結
び
ま
し
た
。（
事

務
局
）

基調講演の様子

講師の江本昌弘氏座長の田部智章氏

懇親会の様子
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同友会三つの目的
「よい会社、よい経営者、
 よい経営環境をめざす」

③同友会は、他の中小企業団体と
も提携して、中小企業をとりま
く社会・経済・政治的な環境を
改善し、中小企業の経営を守り
安定させ、日本経済の自主的・
平和的な繁栄をめざします。
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違
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今
日
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う

新
し
い
価
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す
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第三分科会

お
客
様
・
社
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第
一
と
す
る
経
営

お
客
様
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社
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を

第
一
と
す
る
経
営

お
客
様
・
社
員
を

第
一
と
す
る
経
営

第二分科会

「
経
営
指
針
」
で

社
員
と
目
的
を
共
有
す
る

「
経
営
指
針
」
で

社
員
と
目
的
を
共
有
す
る

「
経
営
指
針
」
で

社
員
と
目
的
を
共
有
す
る

第四分科会

題
委
員
会
委
員
長
）
の
「
企

業
づ
く
り
、
人
づ
く
り
、
地

域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
人
を

生
か
す
経
営
の
実
践
に
つ
い

て
」の
問
題
提
起
を
受
け
て
、

「
人
を
生
か
す
」
五
つ
の
委

員
会
の
委
員
長
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ネ
リ
ス
ト

か
ら
は
、「
経
営
者
と
社
員

さ
ん
が
共
に
学
ぶ
こ
と
を
通

じ
て
、
人
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
が
中
小
企
業
の
良
さ

第
三
分
科
会
で
は
一
〇
〇

年
二
〇
〇
年
続
く
事
業
承
継

に
つ
い
て
、
有
限
会
社
ニ

ヘ
ー
デ
ー
ビ
ル
の
西
平
社
長

に
御
報
告
頂
き
ま
し
た
。

一
〇
〇
年
二
〇
〇
年
続
く

企
業
と
は
、
人
と
人
と
が
認

め
合
う
信
頼
関
係
に
よ
る
繋

が
り
だ
と
思
い
ま
す
。
世
の

中
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
事

を
正
直
に
実
践
し
、
社
会
貢

献
が
出
来
て
初
め
て
、
企
業

も
利
益
を
得
る
事
が
出
来
ま

す
。今

日
の
西
平
社
長
の
報
告

に
は
、
内
部
留
保
二
年
分
、

自
己
資
本
比
率
五
〇
％
を
確

保
し
、
そ
れ
を
未
来
へ
の
コ

ス
ト
に
し
て
、
今
日
と
は
違

う
明
日
に
新
し
い
価
値
を
生

み
出
し
て
い
こ
う
と
奮
闘
中

だ
と
報
告
が
有
り
ま
し
た
。

「
企
業
に
は
導
入
期
、
成

で
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。
共
に
学
ぶ
場
が

人
と
企
業
を
成
長
さ
せ
る
」

（
真
栄
田
社
員
教
育
委
員

長
）、「
学
校
や
親
が
安
心
し

て
入
社
で
き
る
よ
う
な
環
境

と
、
雰
囲
気
を
大
事
に
し
て

い
る
同
友
会
の
共
同
求
人
だ

か
ら
こ
そ
、
想
い
で
つ
な
が

り
、
愛
情
を
も
っ
て
新
入
社

員
を
雇
用
し
て
い
け
る
」（
森

山
共
同
求
人
委
員
長
）、「
障

害
者
雇
用
を
機
に
社
内
を
整

え
て
改
善
し
、
自
分
も
会
社

も
人
も
三
方
活
か
し
て
、
経

営
と
社
風
を
よ
く
し
て
い
く

の
が
、
健
障
者
委
員
会
で
あ

る
」（
仲
本
健
障
者
委
員
長
）、

「
歴
史
、
文
化
な
ど
を
学
ぶ

を
整
え
る
」
に
ベ
ク
ト
ル
を

合
わ
せ
る
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
個
人
の
目
標
を
明
確
に

す
る
た
め
に
「
西
平
塾
」
で

は
、
論
語
に
当
た
る
哲
学
を

西
平
社
長
自
身
が
話
し
聞
か

せ
て
ソ
ロ
バ
ン
で
組
立
て
さ

せ
、
数
値
で
計
画
を
作
成
さ

せ
る
。
そ
の
哲
学
も
基
本
は

「
自
分
と
周
り
の
人
を
幸
せ

第
二
分
科
会
は
㈱
り
っ
ぷ

る
社
長
の
福
原
恵
津
子
氏
に

よ
る
「
お
客
様
を
裏
切
ら
な

い
覚
悟
、
営
業
マ
ン
か
ら
経

営
者
へ
」
と
題
し
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

福
原
氏
は
沖
縄
本
島
や
東

京
で
様
々
な
職
歴
を
経
て
、

四
十
才
の
時
に
三
人
の
子
供

を
連
れ
て
宮
古
島
に
戻
り
、

観
光
関
連
情
報
誌
の
営
業
職

に
就
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
宮
古
営
業

所
は
赤
字
続
き
で
宮
古
か
ら

撤
退
す
る
事
に
な
り
、
福
原

氏
は
今
ま
で
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
お
客
様
を
裏
切
る
事

は
で
き
な
い
と
い
う
一
心

で
、周
囲
が
猛
反
対
す
る
中
、

自
ら
宮
古
営
業
所
を
買
い
取

る
決
意
を
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
」
の
影
響
が
出

る
前
の
二
〇
十
九
年
度
（
八

期
目
）
ま
で
、
毎
年
順
調

に
業
績
を
伸
ば
し
続
け
、

二
〇
二
〇
年
度
も
売
上
半
減

を
覚
悟
し
た
も
の
の
、
そ
の

減
少
幅
は
軽
微
に
済
む
事
が

出
来
ま
し
た
。

業
績
が
芳
し
く
な
か
っ
た

会
社
を
福
原
氏
は
、
前
向
き

な
姿
勢
と
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
経
営
者
と
し
て
の

熱
い
思
い
と
社
員
の
思
い
が

共
有
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。

社
員
が
仕
事
へ
明
確
な
目

的
を
持
つ
事
の
重
要
性
を
認

識
し
、
整
理
整
頓
や
挨
拶
発

声
と
い
っ
た
基
本
姿
勢
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
づ
く
り

や
、
毎
年
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
を
招
い
て
行
う
経
営
方

針
発
表
会
の
資
料
づ
く
り
、

ま
た
ベ
ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
の

活
用
や
、
ど
こ
で
も
情
報
共

有
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
等
、
社
員
の
自
主

性
を
尊
重
し
、
そ
の
成
長
を

促
す
仕
組
み
づ
く
り
と
、
社

内
の
共
有
一
体
化
の
仕
組
み

づ
く
り
の
両
輪
が
相
乗
効
果

を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

座
長
の
㈱
東
和
・
新
城
浩

司
社
長
は
、
社
長
と
し
て
の

熱
い
思
い
と
社
員
を
大
切
に

す
る
福
原
氏
の
人
間
性
が
会

社
の
一
体
感
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
と
ま
と
め
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、自
社

の
課
題
を
再
認
識
す
る
と
共

に
、ど
の
よ
う
な
社
風
を
目
指

す
か
と
い
う
活
発
な
討
論
を

行
う
事
が
出
来
ま
し
た
。（
ブ

ル
ー
フ
ァ
ー
ム
・西
川
卓
治
）

第
一
分
科
会
は
、
比
嘉
ゑ

み
子
氏
（
中
同
協
障
害
者
問

長
期
、
成
熟
期
、
衰
退
期
が

必
ず
有
り
、
成
長
期
と
成
熟

期
に
移
る
時
に
ど
う
手
を
打

つ
か
大
事
」
そ
の
報
告
を
聞

か
せ
て
頂
き
、
常
に
御
客
様

目
線
で
会
社
の
価
値
を
上
げ

る
た
め
の「
社
長
の
仕
事
」を

改
め
て
気
付
か
さ
れ
ま
し

た
。一

〇
〇
年
続
く
企
業
に

は
、
経
営
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン

が
社
員
に
よ
っ
て
引
き
継
が

れ
て
い
ま
す
。
西
平
さ
ん
の

会
社
で
は
人
間
尊
重
の
経
営

を
実
践
す
る
た
め
に
「
西
平

塾
」
な
る
も
の
を
作
り
、
社

員
と
共
に
「
な
ん
の
為
に
経

営
す
る
の
か
」「
自
社
の
存

在
価
値
は
何
か
」
を
一
緒
に

考
え
、
会
社
の
将
来
像
と
社

員
個
人
の
目
標
で
あ
る
「
経

済
的
に
豊
か
に
な
る
」「
心

に
し
て
い
る
か
」「
他
人
を

不
幸
に
し
て
い
な
い
か
」「
そ

れ
を
や
る
事
で
自
分
も
周
囲

も
成
長
す
る
の
か
」
常
に
人

間
が
大
事
。
ま
さ
に
同
友
会

の
経
営
指
針
を
社
員
と
共
に

実
践
し
て
い
る
事
が
良
く
解

り
ま
し
た
。

又
、
未
来
予
想
図
に
は
海

洋
か
ら
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
回
収
す
る
環
境
ビ

ジ
ネ
ス
や
、
海
洋
資
源
を
利

用
し
た
発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
事

業
が
上
げ
ら
れ
て
い
て
、
世

の
中
が
求
め
て
い
る
要
望
で

あ
り
、
社
会
貢
献
に
寄
与
す

る
事
が
世
界
か
ら
も
信
頼
さ

れ
る
一
〇
〇
〇
年
も
続
く
企

業
に
な
れ
る
の
だ
と
学
べ
た

報
告
で
し
た
。（
㈱
機
工
・

田
場
英
行
）

第
四
分
科
会
で
は
、
㈲
長

門
屋
（
仏
壇
・
仏
具
取
扱
）

代
表
取
締
役
の
笹
林
陽
子

氏
（
山
形
同
友
会
）
に
「
社

員
と
共
に
歩
み

経
営
理
念

の
想
い
を
地
域
へ
広
げ
る
～

突
然
の
事
業
承
継
で
専
業
主

婦
か
ら
経
営
者
へ
の
ス
ト
ー

リ
ー
～
」
の
テ
ー
マ
で
報
告

頂
き
ま
し
た
。

笹
林
さ
ん
は
、
急
に
会
社

を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

状
況
の
中
、同
友
会
に
入
会
。

「
経
営
指
針
を
作
る
会
」
を

受
講
し
ま
す
。

そ
の
中
で
、「
自
分
た
ち

は
何
を
提
供
し
て
い
る
の

か
？
」
と
い
う
問
い
に
、
時

代
が
変
わ
っ
て
も
求
め
ら
れ

る
普
遍
的
な
仕
事
の
本
質
を

問
い
続
け
、「
命
の
繋
が
り

に
想
い
を
馳
せ
て
、
心
に
平

安
を
求
め
る
人
の
気
持
ち
」

は
変
わ
ら
な
い
と
思
い
至
り

ま
す
。
ま
た
、
社
員
さ
ん
つ

い
て
も
考
え
、「
自
分
が
す

べ
て
受
け
入
れ
て
描
く
想
い

を
形
に
し
て
周
り
に
伝
え
れ

ば
、
前
に
進
め
る
」
と
思
い

至
り
ま
す
。

そ
の
想
い
を
描
い
た
経
営

指
針
書
を
初
め
て
発
表
し
た

時
、
社
員
か
ら
「
理
念
は
そ

れ
で
い
い
が
、
今
ま
で
通
り

に
仕
事
を
す
る
だ
け
」
と
発

言
が
。
目
的
が
共
有
さ
れ
て

い
な
い
社
員
に
と
っ
て
、
仕

事
と
は
作
業
の
こ
と
と
実
感

し
、
目
的
を
共
有
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
社
員

に
語
り
か
け
意
見
を
求
め
ま

し
た
。

経
営
指
針
に
取
り
組
ん
で

七
年
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、

自
分
た
ち
が
数
字
を
つ
く
っ

て
い
る
と
い
う
意
識
作
り
、

お
客
さ
ま
と
の
関
わ
り
作
り

な
ど
、
多
く
の
こ
と
に
社
員

と
共
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

取
組
み
が
う
ま
く
回
り
出

す
と
、
み
ん
な
が
初
め
か
ら

推
進
し
て
い
た
よ
う
な
ム
ー

ド
に
な
る
の
が
変
化
で
き
た

目
印
と
の
こ
と
。

こ
の
目
印
を
見
逃
さ
ず
、

ま
た
、
ム
ー
ド
を
感
じ
ら
れ

る
ま
で
取
組
み
を
継
続
し
ま

し
ょ
う
。（
三
重
金
属
工
業

㈱
沖
縄
事
務
所
・
上
地
裕
介
）

こ
と
で
、
人
の
根
っ
こ
の
部

分
を
成
長
さ
せ
、
学
ぶ
こ
と

の
幸
せ
と
気
づ
き
を
与
え
る

こ
と
で
人
づ
く
り
を
し
て
い

く
」（
下
田
同
友
会
大
学
運

営
委
員
長
）、「
労
使
見
解
を

根
幹
に
置
い
た
経
営
指
針
作

成
を
社
員
さ
ん
と
共
に
作
る

こ
と
で
、
良
い
社
風
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
る
」（
比
嘉

経
営
委
員
長
）、
と
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
た
友
寄
副
代
表

理
事
は
「
五
つ
の
委
員
会
で

連
携
し
、
総
合
実
践
す
る
こ

と
こ
そ
が
人
間
尊
重
の
経
営

へ
繋
が
り
、
人
間
尊
重
の
経

営
の
実
践
こ
そ
が
、
強
靭
な

企
業
を
作
り
ま
す
。
中
小
企

業
の
強
さ
と
素
晴
ら
し
さ
を

自
覚
し
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
等
、変
化
す
る

社
会
に
対
応
し
、
共
に
進
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。（
㈲
大

平
シ
ー
ル
印
刷
・
比
嘉
一
成
）

４氏によるパネルディスカッション

報告者の福原恵津子氏

報告者の西平守利氏

会場の様子

報告者の笹林陽子氏
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企
業
の
強
み
を
活
か
し

環
境
変
化
に
対
応

企
業
の
強
み
を
活
か
し

環
境
変
化
に
対
応

企
業
の
強
み
を
活
か
し

環
境
変
化
に
対
応

第五分科会

人
の
心
に
寄
り
添
い
、

ケ
ア
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

人
の
心
に
寄
り
添
い
、

ケ
ア
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

人
の
心
に
寄
り
添
い
、

ケ
ア
す
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

第六分科会

社
員
か
ら
社
長
へ

〜
葛
藤
か
ら
新
規
事
業
成
長
ま
で
〜

社
員
か
ら
社
長
へ

〜
葛
藤
か
ら
新
規
事
業
成
長
ま
で
〜

八
重
山
支
部
十
月
支
部
例
会

南
部
支
部
交
流
企
画

与
那
原
ま
ち
あ
る
き

聞
得
大
君
の
物
語
を
め
ぐ
る

聞
得
大
君
の
物
語
を
め
ぐ
る

第
二
十
期
社
長
・
社
員
共
育
塾
第
三
講

絶
好
調
か
ら
ど
ん
底
へ
、

そ
こ
か
ら
見
え
た
も
の

第
五
分
科
会
は
、「
あ
な

た
の
会
社
は
生
き
残
れ
ま
す

か
？
～
中
小
企
業
の
役
割
と

存
在
価
値
～
」
の
テ
ー
マ
で

十
月
二
十
一
日
に
八
重
山

支
部
十
月
支
部
例
会
が
島
料

理
楽
園
で
開
催
さ
れ
、
新
会

員
や
ゲ
ス
ト
、
含
め
二
十
一

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
の
報
告
者
は
八
重
山

支
部
副
支
部
長
で
八
建
実
業

㈱
の
山
城
忠
雄
社
長
。
現
場

で
た
た
き
上
げ
、
社
員
の
立

場
か
ら
社
長
と
な
っ
た
経
緯

や
、
社
長
就
任
時
、
会
社
の

借
金
や
経
営
者
保
証
を
背
負

う
こ
と
の
葛
藤
、
そ
れ
を
乗

り
越
え
覚
悟
を
決
め
た
こ
と

を
話
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自

身
が
中
心
と
な
り
、
新
規
事

業
と
し
て
取
り
組
ん
だ
お
墓

工
事
が
会
社
を
支
え
る
事
業

と
し
て
成
長
し
て
い
る
こ

十
月
二
十
六
日
、
沖
縄
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
と
Ｚ
ｏ
ｏ

と
、
社
員
教
育
の
課
題
や
事

業
承
継
、
こ
れ
か
ら
の
ビ

ジ
ョ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、
座

長
の
仲
間
氏
と
対
談
形
式
で

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
報
告
し
ま

し
た
。

報
告
終
了
後
は
懇
親
会
が

行
わ
れ
、
例
会
の
感
想
発
表

や
十
一
月
の
支
部
三
十
周
年

記
念
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、

久
々
の
リ
ア
ル
で
の
交
流
を

堪
能
し
ま
し
た
。（
事
務
局
）

ｍ
併
用
で
社
長
・
社
員
共

育
塾
第
三
講
が
開
催
さ
れ
、

受
講
生
五
十
九
名
を
含
む

八
十
一
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

  

今
回
の
講
師
は
㈱
王
宮

(

道
頓
堀
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ)

の
橋
本
明
元
専
務
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
に
特
化
し
た
戦
略
で

全
国
的
に
注
目
を
集
め
、
絶

琉
球
政
府
の
御
新
下
り
の

忠
実
と
与
那
原
に
受
け
継
が

れ
た
伝
説
を
め
ぐ
る
与
那
原

ま
ち
あ
る
き
が
十
一
月
七
日

に
開
催
さ
れ
、
十
二
名
が
参

好
調
だ
っ
た
道
頓
堀
ホ
テ
ル

グ
ル
ー
プ
。
し
か
し
な
が
ら

緊
急
事
態
宣
言
下
、
ホ
テ
ル

も
営
業
自
粛
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
す
。
終
わ
り
の
見
え
な

い
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
何
を
考

え
、
ど
の
よ
う
に
行
動
し
て

き
た
の
か
を
具
体
的
に
報
告

し
ま
し
た
。

橋
本
氏
は
「
正
直
心
が
折

れ
そ
う
に
な
っ
た
」
と
語
る

ほ
ど
、
経
営
状
況
は
厳
し
い

も
の
で
し
た
が
、「
社
員
に

は
絶
対
に
幸
せ
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
想
い
を

原
動
力
に
、「
コ
ロ
ナ
の
せ

い
で
は
な
く
コ
ロ
ナ
の
お

加
し
ま
し
た
。

ま
ち
あ
る
き
は
、
ガ
イ
ド

の
知
念
さ
ん
よ
り
歴
史
や

背
景
の
説
明
を
う
け
な
が

ら
、
東
御
回
り
ス
ポ
ッ
ト
の

か
げ
」
と
発
想
を
転
換
し
、

社
員
を
解
雇
す
る
こ
と
な

く
、社
員
研
修
を
充
実
さ
せ
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
や
、

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
挑

戦
し
て
い
き
ま
す
。

橋
本
氏
の
報
告
後
、
同
社

が
昨
年
、
那
覇
市
に
オ
ー
プ

ン
し
た
沖
縄
逸
の
彩
温
泉
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
取
り
組
み

を
、
従
業
員
（
立
ち
上
げ
メ

ン
バ
ー
）
の
陳
氏
が
報
告
。

イ
キ
イ
キ
と
ホ
テ
ル
の
魅
力

を
語
る
陳
氏
の
表
情
か
ら
、

社
員
を
大
切
に
す
る
同
社
の

社
風
が
垣
間
見
え
ま
し
た
。

（
事
務
局
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
赤
嶺
剛
副
代

表
理
事
よ
り
中
小
企
業
憲
章

制
定
の
説
明
か
ら
「
中
小
企

業
の
日
」
制
定
ま
で
の
背
景

と
経
緯
の
説
明
が
あ
り
、
全

国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
中
小

企
業
の
日
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

来
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
ど
の
よ

う
に
企
画
し
、
自
社
の
経
営

に
結
び
付
け
て
ど
う
活
か
し

て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
提

起
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
㈲
沖
縄
北
斗

の
大
城
照
政
社
長
か
ら
、
新

商
品
の
開
発
を
基
に
し
た
異

業
種
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

販
路
開
拓
型
企
業
連
携
、
㈱

丸
元
建
設
の
糸
数
幸
恵
社
長

か
ら
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

の
解
決
を
軸
と
し
た
同
業
種

と
の
連
携
に
よ
る
課
題
解
決

型
企
業
連
携
、
最
後
に
㈲
大

宮
工
機
の
宮
城
光
秀
社
長
か

ら
Ｉ
Ｔ
や
障
が
い
者
雇
用
を

活
用
し
た
業
務
遂
行
型
企
業

連
携
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
の
具
体
的
な
事
例
を

あ
げ
な
が
ら
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、「
あ

な
た
の
会
社
が
生
き
残
る
た

め
に
、
ど
う
連
携
し
て
い
き

ま
す
か
？
」
の
テ
ー
マ
で
、

活
発
な
グ
ル
ー
プ
討
論
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ

る
オ
フ
ィ
ス
星
崎
の
星
崎
浩

二
社
長
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
の
強
み
を
活
か
し
た
企
業

間
連
携
を
模
索
し
な
が
ら
、

外
部
環
境
の
変
化
に
丁
寧
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
、
想
定

外
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る

第
六
分
科
会
は
「
激
動
の

時
代
に
生
き
残
る
一
人
企
業

の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
～
新
た

な
視
点
で
即
行
動
想
い
を

形
に
す
る
力
～
」と
題
し
て
、

ア
ロ
マ
リ
ラ
イ
フ
代
表
黒

岩
珠
枝
氏
、
助
産
院
パ
ピ
ヨ

準
備
を
し
て
お
く
こ
と
が
企

業
と
し
て
生
き
残
っ
て
い
く

た
め
に
必
要
で
あ
る
」
と
ま

と
め
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
メ
ン

バ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
先
嶋
産
業
㈱
・
友
利

博
明
）

ン
院
長
伊
佐
恵
莉
可
氏
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
、
長
女
の
出
産

を
機
に
看
護
師
か
ら
助
産

師
と
な
っ
た
伊
佐
氏
は
、

二
〇
二
〇
年
に
助
産
院
パ
ピ

ヨ
ン
を
開
院
し
、
ビ
ジ
ョ
ン

の
実
現
の
た
め
に
同
友
会
へ

入
会
。

難
産
、安
産
、死
産
と
い
っ

た
自
己
の
経
験
と
、
十
代
で

の
出
産
や
、
障
害
が
あ
っ
て

生
ま
れ
る
子
な
ど
、
産
前
・

産
後
の
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト

の
必
要
性
を
感
じ
、
サ
ポ
ー

ト
の
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
目
を
向
け
、
新
し
い
体
制

の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

次
の
報
告
者
の
黒
岩
氏

は
、
出
産
後
の
メ
ン
タ
ル
不

調
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
出
ら

れ
な
く
な
っ
た
時
、
出
張
ア

ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
心
の

も
や
が
晴
れ
た
経
験
が
き
っ

か
け
で
、
同
じ
よ
う
な
人
を

助
け
た
い
と
い
う
想
い
か
ら

起
業
し
ま
す
。

無
謀
に
も
一
度
に
七
名

の
採
用
を
す
る
も
、
大
震

災
、
家
族
の
大
病
、
同
業
者

の
参
入
に
よ
る
売
上
減
、
次

第
に
メ
ン
タ
ル
ま
で
落
ち
込

み
、
借
入
を
す
る
状
況
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
経
営

を
し
っ
か
り
学
ば
な
け
れ
ば

と
同
友
会
に
入
会
し
ま
す
。

同
友
会
で
は
相
談
相
手
が
で

み
な
が
ら
歴
史
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
、
素
晴
ら
し
い
休
日

き
、「
社
長
・
社
員
共
育
塾
」

で
経
営
者
と
し
て
の
考
え
方

の
違
い
を
発
見
し
ま
す
。

ま
た
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
知

り
経
営
戦
略
を
変
更
し
た
こ

と
で
、
利
益
率
が
向
上
し
た

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

お
二
人
に
共
通
し
て
い
る

の
は
「
人
の
心
の
ケ
ア
を
す

る
」
と
い
う
仕
事
で
、
自
ら

の
体
や
心
を
守
り
、
周
り
に

感
謝
を
し
て
生
き
る
こ
と
。

経
営
指
針
作
成
講
座
で
作

成
し
た
創
業
の
想
い
が
詰

ま
っ
た
経
営
理
念
に
日
々
立

ち
返
り
、「
自
身
も
周
り
の

方
も
幸
せ
に
し
た
い
」
と
い

う
想
い
が
伝
わ
っ
た
報
告
と

な
り
ま
し
た
。（
㈱
リ
ウ
デ

ン
・
謝
敷
千
恵
子
）

と
な
り
ま
し
た
。（
岩
田
税

理
士
事
務
所
・
岩
田
進
司
）

親
川
（
ウ
ェ
ー
ガ
ー
）
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
い
く
つ
か
の
ア

イ
テ
ム
が
隠
さ
れ
た
石
畳
を

通
り
、
国
王
や
聞
得
大
君
の

久
高
島
参
詣
の
発
着
地
で
も

あ
っ
た
御
殿
山
（
ウ
ド
ゥ
ン

ヤ
マ
）
へ
。
山
原
船
、
樹
齢

二
百
年
余
り
の
大
赤
木
（
オ

オ
ア
カ
ギ
）、
久
葉
堂
（
ク

フ
ァ
ド
ゥ
）
を
回
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
歴
史
を
学
び
つ
つ
、

運
玉
森
の
険
し
い
山
を
登
り

三
津
武
嶽
（
ミ
テ
ン
ダ
キ
）

に
到
着
し
ま
し
た
。
三
津
武

獄
は
、
聞
得
大
君
の
亡
骸
が

葬
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

お
り
、
子
宝
や
健
康
祈
願
に

参
拝
者
が
絶
え
な
い
ス
ポ
ッ

ト
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し

3 氏による報告

報告者の黒岩氏（中央）と伊佐氏（右側）

報告者の山城忠雄氏

講師の橋本明元氏

参加者の集合写真
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事
業
再
構
築
補
助
金
申
請
・

採
択
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

事
業
再
構
築
補
助
金
申
請
・

採
択
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ

北
部
支
部
十
月
支
部
例
会

卒
業
生
の
感
動
的
な
挨
拶
で
無
事
終
了

若
手
経
営
者
部
会
う
り
ず
ん

ク
ル
ー
ジ
ン
グ
Ｂ
Ｂ
Ｑ
＆
卒
業
式沖

縄
の
海（
観
光
資
源
）再
発
見
！

ビ
ジ
ネ
ス
連
携
部
会
「
ゆ
い
ま
〜
る
」

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
＆
海
洋
環
境
学
習
会

き
ら
り
と
光
る
会
社
発
見
フ
ェ
ア

Ｊ
ｏ
ｂ
ｗ
ａ
ｙ
沖
縄

沖縄銀行

まち
かどバンクまち
かどバンク

22

役
勇
者
本
永
敬
三
氏
、
尾

関
中
小
企
業
診
断
士
事
務
所

尾
関
亮
氏
の
四
名
を
お
呼
び

し
、
報
告
を
聞
き
ま
し
た
。

屋
部
氏
、
中
本
氏
の
お
話

若
手
経
営
者
部
会
う
り
ず

ん
主
催
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
Ｂ

Ｂ
Ｑ
＆
卒
業
式
が
十
月
九
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
一
時
延

期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
卒
業
式
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
今
ま
で
と
一
味

違
う
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
（
水
中
観
光
船
オ
ル

カ
号
:
那
覇
市
通
堂
町
）
で

開
催
し
た
た
め
、
会
員
の
多

く
が
家
族
同
伴
で
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。

子
供
も
大
人
も
大
満
足
の

水
中
観
光
、
魚
へ
の
餌
や
り

や
、
夕
日
が
落
ち
る
景
色
を

眺
め
な
が
ら
お
酒
と
お
い
し

い
食
事
を
堪
能
で
き
、
終
始

笑
い
声
の
絶
え
な
い
楽
し
い

卒
業
式
と
な
り
ま
し
た
。

は
実
体
験
に
基
づ
く
お
話

で
、
ど
う
い
っ
た
部
分
に
苦

労
し
た
か
な
ど
、
採
択
を
受

け
る
ま
で
専
門
家
の
方
々
と

の
相
談
内
容
を
ふ
ま
え
た
具

体
的
な
お
話
で
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
に
も
そ
の
ポ
イ
ン
ト

が
伝
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

専
門
家
の
方
々
の
お
話

は
、
他
の
会
社
の
採
択
事
例

卒
業
生
の
感
動
的
な
挨
拶

と
委
員
会
Ｐ
Ｒ
、
自
社
Ｐ
Ｒ

タ
イ
ム
を
行
っ
た
後
の
ビ
ン

十
月
二
十
八
日
、
㈱
シ
ー

サ
ー
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
及
び

海
洋
環
境
学
習
会
を
行
い
ま

し
た
。

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
体
験

し
た
事
に
よ
っ
て
、
改
め
て

沖
縄
の
観
光
資
源
で
あ
る
海

の
レ
ジ
ャ
ー
の
楽
し
み
方

や
、
奥
深
さ
を
体
験
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。

沖
縄
本
島
は
四
方
を
海
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
今
で
は
ハ

ワ
イ
に
も
迫
る
勢
い
で
、
観

光
客
に
選
ば
れ
る
観
光
地
で

あ
り
ま
す
。
で
す
が
残
念
な

事
に
、
沖
縄
に
住
ん
で
い
る

私
達
自
身
が
こ
れ
ら
観
光
資

源
の
良
さ
を
知
ら
な
い
で
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
沖
縄

に
は
海
と
い
う
立
派
な
観
光

資
源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
、
会
員
企
業

様
と
一
緒
に
、
今
後
も
こ
の

様
な
体
験
と
学
習
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
次
の
機
会
に
は
、
是
非

皆
様
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
㈲

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
沖

縄
・
玉
城
栄
）

専
門
学
生
、
高
校
生
の
学
生

さ
ん
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、

「
合
説
」
が
例
年
通
り
に
開

催
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
続
き
、
先
生

方
か
ら
の
フ
ォ
ロ
ー
や
友
達

と
の
意
見
交
換
も
な
く
て
就

活
の
仕
方
が
よ
く
分
か
ら

ず
、
こ
の
時
期
で
も
ま
だ
進

路
が
決
ま
っ
て
い
な
い
学
生

さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

「
き
ら
り
と
光
る
会
社
発

見
フ
ェ
ア
」
は
沖
縄
同
友
会

が
主
催
す
る
合
同
企
業
説
明

会
で
す
。
今
年
度
も
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
、
延
期
や
中
止
な

ど
が
続
き
ま
し
た
が
、
沖
縄

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

で
四
回
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン

合
説
も
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

ま
た
先
生
方
と
の
懇
談
会

な
ど
も
開
催
し
、
各
学
校
と

の
連
携
づ
く
り
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
来
年
度
も
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ご
興
味
の
あ
る
企
業

は
、
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。（
事
務
局
）

十
月
二
十
七
日
、
沖
縄
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

の
会
議
棟
に
て
、「
き
ら
り

と
光
る
会
社
発
見
フ
ェ
ア

－

Ｊ
ｏ
ｂ
ｗ
ａ
ｙ
沖
縄

－

」

を
開
催
し
ま
し
た
。

沖
縄
二
十
二
社
、
東
京
二

社
の
計
二
十
四
社
に
、
五
十

二
名
の
大
学
生
、
短
大
生
、

な
ど
を
交
え
な
が
ら
、
事
業

再
構
築
補
助
金
の
そ
の
申
請

に
つ
い
て
詳
細
に
お
話
し
て

い
た
だ
き
、
そ
の
難
易
度
が

伝
わ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
、
報

告
で
得
た
学
び
を
交
え
て
活

発
な
議
論
が
行
わ
れ
、
実
り

あ
る
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
㈱
琉
球
若
草
・
大
森
陽
介
）

ゴ
大
会
も
大
盛
況
♪
ビ
ン
ゴ

大
会
の
素
敵
な
景
品
は
、
会

員
か
ら
の
提
供
が
多
く
、
当

選
し
た
会
員
の
喜
ぶ
姿
も
見

る
こ
と
が
出
来
る
の
も
ま
た

素
敵
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。（
㈲
お
お
ば
・
大
庭
恵

梨
花
）

十
月
二
十
一
日
、
ゆ
が
ふ

い
ん
お
き
な
わ
に
て
、
北
部

支
部
十
月
支
部
例
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
例
会
は
、
一
般
社

団
法
人
名
護
青
年
会
議
所
と

合
同
で
実
施
し
、「
事
業
再

構
築
補
助
金
活
用
報
告
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
報
告
者
と
し
て
、
実

際
に
こ
の
補
助
金
が
採
択
さ

れ
た
実
績
を
持
つ
、
㈱
ハ
ー

ト
ボ
イ
ル
ド
代
表
取
締
役
社

長

屋
部
憲
史
朗
氏
、
南
西

食
品
㈱
代
表
取
締
役
社
長

中
本
泰
一
郎
氏
、
補
助
金
申

請
サ
ポ
ー
ト
の
専
門
家
で
あ

る
Ｒ
ｅ
Ｈ
ｕ
ｇ
㈱
代
表
取
締

●株式会社おきなわフィナンシャルグループの設立について
　本年７月10日に創立65周年を迎えた沖縄銀行は、めまぐるしく変化する社会
構造の変化に適応するため、2021年10月１日「株式会社おきなわフィナンシャ
ルグループ」を設立し、持株会社体制へと移行いたしました。

●ブランドスローガン
　おきなわフィナンシャルグループは、「Create Value & Innovation ～おきなわ
の“新しい” をともに創る。～」をグループのブランドスローガンに掲げました。
事業環境が変わり、変化に適応していく中においても、私たちには沖縄銀行創業
以来、受け継いできた変わらない価値観があります。お客さまへ寄り添いたい、
期待に応えたい、地域社会の価値向上に全力を尽くしたい。その価値観をもって、
新たな発想とともに挑戦してまいります。

報告者の屋部憲史朗氏報告者の中本泰一郎氏ゲストを交えてのグループ討論の様子

スノーケリング体験を満喫する参加者

沖縄 22 社と東京２社が参加

船上での集合写真
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同
友
会
で
の
学
び
を
活
か
し

一
〇
〇
年
企
業
を
目
指
す
！

同
友
会
で
の
学
び
を
活
か
し

一
〇
〇
年
企
業
を
目
指
す
！

那
覇
支
部
十
月
支
部
例
会

「
琉
球
王
国
へ
の
誘
い
」・

「
文
化
を
基
調
と
し
た
地
域
お
こ
し
」

を
テ
ー
マ
に
学
ぶ
！

第二六期
同友会大学
第十・十一講

共
に
働
き
、
共
に
喜
び
合
う

新
た
な
ス
イ
ー
ツ
文
化
を
目
指
し
て

今
回
は
八
重
山
支
部

に
十
月
に
入
会
し
た
、

M
antaFrog GateW

ay

（
同
）
の
石
垣
島
ク
ッ
キ
ー

を
紹
介
し
ま
す
。

代
表
の
橘
田
さ
ん
は

元
々
、
東
京
都
小
平
市
の
職

員
で
民
間
企
業
で
勤
め
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
優
し

い
表
情
が
印
象
的
で
、
心
臓

に
障
が
い
が
あ
る
ハ
ン
デ
を

も
の
と
も
し
な
い
熱
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
行
動
力
に
満
ち
溢

れ
た
方
で
す
。

同
社
は
八
重
山
・
石
垣
で

新
た
な
ス
イ
ー
ツ
文
化
を
創

造
し
な
が
ら
、
障
が
い
者
施

設
と
連
携
し
、
観
光
で
求
め

ら
れ
る
人
材
を
育
成
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
に
沿
っ
て
地

域
に
貢
献
す
る
店
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
会
社
名

と
ロ
ゴ
に
も
し
っ
か
り
と
会

社
の
理
念
が
表
現
さ
れ
て
い

ま
す
。

「
石
垣
島
に
多
く
生
息
す

る
マ
ン
タ
が
群
れ
を
つ
く
り

助
け
合
い
な
が
ら
、
未
知
の

世
界
に
無
限
の
可
能
性
を
秘

め
た
大
海
原
で
た
く
ま
し
く

悠
々
と
泳
ぐ
姿
に
、
私
た
ち

の
大
き
な
夢
を
乗
せ
ま
す
。

そ
し
て
マ
ン
タ
の
し
っ
ぽ
に

つ
か
ま
っ
て
い
る
八
重
山
ア

オ
ガ
エ
ル
は
、
八
重
山
の
自

然
の
営
み
の
中
で
、
し
っ
か

り
と
息
づ
い
て
い
る
生
物
で

す
。
こ
の
二
匹
が
め
ぐ
り
逢

い
、
同
じ
八
重
山
で
協
力
し

合
い
、
助
け
合
っ
て
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
切
り
開
く
姿
を

ロ
ゴ
に
託
し
ま
し
た
」
と
橘

田
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

石
垣
島
ク
ッ
キ
ー
は
、
プ

ロ
の
味
に
こ
だ
わ
り
、
新
高

輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
や
パ
ー

ク
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
、
浦
和

ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル

な
ど
で
腕
を
振
る
っ
た
朝
田

晋
平
シ
ェ
フ
が
、
特
注
で
レ

シ
ピ
を
制
作
し
、
同
じ
八
重

山
支
部
で
障
が
い
者
支
援
を

行
う
㈱
ゆ
に
ば
い
し
が
き
に

製
造
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

沖
縄
、
八
重
山
、
石
垣

島
の
素
材
を
使
用
し
、
無

添
加
に
こ
だ
わ
る
風
味
豊
か

十
月
十
三
日
、Show

&Restaurant SunSeaN

－

三
線

－

と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の

併
用
で
、
那
覇
支
部
十
月
支

部
例
会
が
六
十
一
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
九
三
三
（
昭
和
八
）
年

に
儀
間
さ
ん
の
祖
父
が
創
業

し
た
㈱
儀
間
を
お
父
様
が
承

継
し
、
グ
ル
ー
プ
会
社
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。
儀
間
さ
ん

は
、
三
人
姉
妹
の
長
女
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
人
と
結
婚
し
て
海
外
移
住

を
経
験
し
、
ご
主
人
が
横
田

基
地
に
赴
任
中
、
ご
自
身
も

外
資
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ン

ク
で
総
務
の
仕
事
に
就
い
て

い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
父
か
ら
不
動
産

部
門
を
任
せ
た
い
か
ら
帰
っ

て
き
て
欲
し
い
と
何
度
か
電

話
が
あ
り
、
会
社
を
継
ぐ
こ

と
を
決
意
し
ま
す
。
現
在
グ

ル
ー
プ
会
社
六
社
の
う
ち
三

社
を
儀
間
さ
ん
が
経
営
し
て

い
ま
す
。

㈱
儀
間
不
動
産
は
、
主
に

不
動
産
管
理
業
務
を
担
っ

て
お
り
、
就
任
当
初
は
社
員

に
連
れ
ら
れ
て
現
場
に
出

る
毎
日
で
し
た
。
社
長
の
や

る
べ
き
仕
事
が
わ
か
ら
ず

に
、
父
か
ら
は
、「
仕
事
は

第
二
十
六
期
同
友
会
大
学

第
十
講
が
十
一
月
五
日
に
首

里
城
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。「
琉
球
王
国
へ
の
誘
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
琉
球
歴
史
・

文
化
話
半
学
会
の
古
塚
達
朗

会
長
が
講
師
を
つ
と
め
ま
し

た
。受

講
生
、
な
ど
参
加
者
は

守
礼
門
に
集
合
し
、
園
比
屋

《会社概要》
MantaFrogGateway（同）

所在地／石垣市登野城3-3 さだとしビル1-B
ＴＥＬ／0980-87-5512
事業内容／小 売 物 販 （ ソ ー シ ャ ル ビ ジ ネ ス ）

MantaFrogCafe石垣島クッキーというブ
ランドを通して、障がい者施設等の支援

橘 田　 真 氏
〈八重山支部〉

な
ク
ッ
キ
ー
と
な
っ
て
い
ま

す
。「ク

ッ
キ
ー
を
食
べ
た
人

が
み
ん
な
笑
顔
に
な
り
、
関

わ
っ
た
人
び
と
が
幸
せ
に

な
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
る
橘

田
社
長
。
同
友
会
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｅ

Ｙ
券
の
取
り
扱
い
店
舗
に
も

な
っ
て
い
ま
す
の
で
石
垣
島

を
訪
れ
る
際
は
、
ぜ
ひ
、
笑

顔
あ
ふ
れ
る
お
店
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。（
事
務
局
）

楽
し
く
や
ろ
う
。
膿
は
早
く

出
し
な
さ
い
。
決
断
し
な
さ

い
」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま

し
た
。

二
○
一
六
年
に
同
友
会
へ

入
会
し
、
学
び
を
実
践
し
よ

う
と
し
ま
す
が
、
社
員
が
つ

い
て
こ
ず
に
、
ま
だ
経
営
者

武
御
嶽
石
門
（
世
界
遺
産
）、

歓
会
門
、西
の
ア
ザ
ナ
な
ど
、

順
を
追
っ
て
じ
っ
く
り
と
解

説
を
聞
き
な
が
ら
首
里
城
を

回
り
ま
し
た
。

首
里
城
の
構
え
や
瓦
・
門

の
つ
く
り
、
石
垣
な
ど
由
来

や
琉
球
の
歴
史
を
紐
解
き
、

古
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、

当
時
い
か
に
貿
易
を
し
た

と
し
て
未
熟
だ
と
反
省
し
ま

す
。
そ
れ
か
ら
五
十
二
期
の

決
算
資
料
を
見
て
百
年
企
業

を
目
指
そ
う
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
社
員

の
年
収
を
ア
ッ
プ
し
、
収
益

物
件
を
増
や
す
事
。
や
る
べ

き
こ
と
を
き
ち
ん
と
や
れ

か
、
侵
略
に
対
し
て
抵
抗
し

た
か
。
教
科
書
で
は
学
べ
な

い
部
分
も
聞
く
こ
と
が
で
き

ば
、
必
ず
業
績
は
上
が
る
と

信
じ
て
、
同
友
会
の
例
会
で

学
ん
だ
事
や
、
尊
敬
す
る
先

輩
経
営
者
に
刺
激
を
受
け
な

が
ら
、
感
謝
と
即
実
行
を

モ
ッ
ト
ー
に
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。（
事
務
局
）

ま
し
た
。

第
十
一
講
は
、
十
一
月

十
二
日
に
沖
縄
産
業
支
援
セ

ン
タ
ー
に
て
「
文
化
を
基
調

と
し
た
地
域
お
こ
し
～
老
い

も
若
き
も
未
来
の
宝
～
」
を

テ
ー
マ
に
南
島
詩
人
の
平
田

大
一
氏
が
講
師
を
つ
と
め
ま

し
た
。

小
浜
島
か
ら
東
京
に
出
た

も
の
の
、
そ
の
苦
し
さ
か
ら

千
七
百
編
も
の
詩
を
編
み
出

し
出
版
。

地
域
お
こ
し
で
は
、
小
浜

島
で
取
組
ん
で
い
る
「
Ｋ
Ｂ

Ｇ
84
」
や
、
う
る
ま
市
で
行

政
を
巻
き
込
ん
だ
「
肝
高
の

阿
麻
和
利
」
は
今
年
二
十
一

年
目
を
迎
え
、
初
期
の
頃
の

メ
ン
バ
ー
が
支
え
る
側
に
回

り
、
継
続
の
力
に
な
っ
て
い

る
と
事
例
を
交
え
て
語
り
ま

し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
論
で
は
質
問

が
多
く
出
さ
れ
、
時
間
を
超

過
し
ま
し
た
が
、
最
後
に
平

田
氏
の
太
鼓
と
歌
で
大
い
に

盛
り
上
り
、
締
め
く
く
り
ま

し
た
。（
事
務
局
）

報告者の儀間奈津美氏

橘田真 氏

お店の外観

古塚氏より説明を受ける受講生

講師の平田大一氏

(5）2021年（令和３年）12月１日 №405おきなわ同友会しんぶん　「ニライ　みらい」



地
域
貢
献
・
仲
間
づ
く
り
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
へ

地
域
貢
献
・
仲
間
づ
く
り
か
ら

ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
へ

第303回
さくがわ司法書士事務所
司法書士 佐久川 聡 氏

今
回
は
、
南
風
原
町
役
場

よ
り
徒
歩
三
十
秒
の
場
所
に

あ
る
「
さ
く
が
わ
司
法
書
士

事
務
所
」
に
お
伺
い
し
ま
し

た
。佐

久
川
氏
は
二
〇
〇
七
年

に
司
法
書
士
と
し
て
登
録
し

て
暫
く
那
覇
の
司
法
書
士
事

務
所
に
勤
務
し
、
二
〇
一
四

年
一
月
よ
り
出
身
地
で
あ
る

南
風
原
町
の
現
在
の
場
所
に

さ
く
が
わ
司
法
書
士
事
務
所

を
て
開
業
し
ま
し
た
。

当
初
は
従
業
員
と
二
人
か

ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、

現
在
は
四
名
の
ス
タ
ッ
フ
を

抱
え
る
事
務
所
と
し
て
事
業

展
開
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容
は
「
相
続
・
不

動
産
登
記
」「
法
人
登
記
」「
裁

判
・
債
務
整
理
手
続
き
」「
成

年
後
見
業
務
」の
四
本
柱
で
地

域
に
根
差
し
た
活
動
で
す
。

同
友
会
入
会
は
那
覇
の
事

務
所
に
勤
め
て
い
る
時
で
、当

時
、
那
覇
支
部
北
地
区
の
副

地
区
長
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

同
友
会
は
経
営
理
念
の
作

成
、
言
葉
の
成
文
化
を
意
識

さ
れ
て
い
て
、
ま
た
、
例
会

で
の
学
び
を
グ
ル
ー
プ
討
論

で
共
有
す
る
事
が
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
は
地
域
に
根
差
し
た

活
動
、
商
工
会
青
年
部
で
同

年
代
の
方
と
地
域
貢
献
・
仲

間
づ
く
り
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
の

発
展
へ
と
つ
な
げ
る
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
を
確

立
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
範
囲
を
広

げ
、
お
隣
り
の
八
重
瀬
町
や

南
城
市
に
も
役
所
発
行
の
広

報
誌
を
活
用
し
な
が
ら
、
前

述
し
た
四
本
柱
の
法
律
相
談

所
と
し
て
ス
タ
ッ
フ
と
共
に

活
動
を
広
げ
て
い
ま
す
。

司
法
書
士
と
い
う
仕
事

柄
、
他
の
士
業
の
方
と
も
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
顧
客
の

問
題
可
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

今
後
の
展
開
を
お
聞
き
す

る
と
、
司
法
書
士
以
外
の
資

格
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域

活
動
の
中
で
培
っ
て
き
た
人

脈
を
活
か
し
、
司
法
書
士
以

外
の
事
業
展
開
も
し
た
い
と

語
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
最
後
に
は
、
南

風
原
の
地
域
に
根
差
し
た
法

律
問
題
解
決
事
務
所
と
し
て

「
地
域
の
た
め
に
恩
返
し
し

た
い
」
と
力
強
い
言
葉
で
締

め
く
く
り
ま
し
た
。（
あ
い

エ
フ
ピ
ー
・
大
浜
博
文
）

《会社概要》
さくがわ司法書士事務所

所在地／南風原町字兼城683-12 仲里ビル3-A
ＴＥＬ／098-889-8831
事業内容／ 「相続・不動産登記」「法

人登記」「裁判・債務整理
手続き」「成年後見業務」

司法書士 佐久川 聡 氏
〈南部支部〉

回答企業数
（１）回答企業
　　　139社　回答率　30.4%
（２）業種別　　（　）は実数
　　　製　造　業　14.4%（20）　  建　設　業　12.2%（17）
　　　流通・商業　28.1%（39）　  サービス業　39.6%（55）
　　　情　　　報　 5.8%（８）
（３）規模別　従業員数
　　　＜正 従 業 員＞平均　30名　 ＜臨時従業員＞平均　11名
① 業況判断ＤＩは前期調査から（△11.0⇒△28.3）で前年同期と
比べてわずかに改善するも、再び悪化し引き続きマイナス超。
② 売上高ＤＩは建設業以外の業種で大幅に悪化し、情報は水面（0）
からマイナス超に。建設業は大幅に改善し、水面（0）に。
③ 経常利益ＤＩは全ての業種で後退・悪化し、情報は水面（0）
から大幅なマイナス超に。
④ 資金繰りＤＩは情報・サービス業以外の業種で後退・悪化し、
製造業はマイナス超に転化。情報・サービス業で改善。
⑤ 経営上の問題点は前期に続き「民間需要の停滞」、力点は「新
規受注（顧客）の確保」が第１位。
⑥ 先行きは情報以外の業種で改善するもマイナス超。情報はさ
らにマイナス超となる見通し。

　沖縄県中小企業家同友会は、会員企業から抽出した
457社を対象に９月１日から９月24日の期間、「７－９
月期景況」についてのアンケート調査を実施しました。
その結果について見解を発表します。
（本文中、特に断りのない限り前年同期比です）

業種

全業種

建設業

製造業

流通・商業

情報

サービス業

△11.0

△16.6

△9.5

△12.5

6.6

△13.3

△28.3

△11.8

△50.0

△31.5

△37.5

△21.8

△21.0

△5.9

△20.0

△28.9

△50.0

△16.4

△18.9

△5.9

△15.0

△29.0

△50.0

△12.7

△20.3

△6.2

△15.7

△33.3

△57.1

△12.7

－

－

－

－

－

－

－17.3

+4.8

－40.5

－19.0

－44.1

－8.5

△9.0

△36.8

△4.8

△5.0

0.0

△6.5

△25.2

0.0

△25.0

△38.4

△37.5

△21.8

－16.2

+36.8

－20.2

－33.4

－37.5

－15.3

△11.9

△22.2

△20.0

△7.7

0.0

△11.5

△30.6

△31.2

△47.4

△35.2

△57.1

△18.1

－18.7

－9.0

－27.4

－27.5

－57.1

－6.6

14.2

42.0

0.1

42.5

33.3

△13.1

9.3

23.5

△20.0

33.4

37.5

△5.4

－4.9

－18.5

－20.1

－9.1

+4.2

+7.7

業況判断 売上高ＤＩ 経常利益ＤＩ 資金繰りＤＩ
2021
４－６期

2021
７－９期

2021
10－12見通し

2021
10－12見通し
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